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特集号論文募集
「情報分野における標準の戦略と実践」

本特集では、情報技術関連の標準化活動、および標準化の利活用にかかわるプラクティスの論文を募集します。

現在、標準化は、大きく 3 つのアプローチによって実施されています。1 つ目は、1 社の製品が市場を独占することで勝ち取られる「デファ
クト標準」です。しかし、近年、技術が複雑化し、複数の技術を組み合わせて実現されるシステムとしての活用が増えてきたことから、「デファ
クト標準」を獲得することは困難になってきています。オープン連携として、複数の企業、技術がつながることで、イノベーションを起こし
ていくことが市場の発展には有効であり、2 つ目のアプローチとして、フォーラムを設置し、コンセンサスにより標準を形成する「フォーラ
ム標準」が増えてきています。3 つ目のアプローチは、国を単位として標準を形成する「デジュール標準」で、従来から取り組まれている重
要な標準化のアプローチであり、それぞれの場で目的に応じた標準化が進められています。

一方で、標準化の世界では、IoT、スマートシティなど、単一の技術領域ではカバーしきれず、複数の技術領域にかかわるシステムの標準化（シ
ステム規格）が増えてきています。関係する技術の標準が複合的に結びついたり、相互の関係性や整合を図る必要が生じたり、規格の開発が
複雑化してきています。また、このようなシステム規格は、複数の標準化団体で関与を持たれることが多く、連携して開発する規格も増えて
います。

もう 1 つの動きとしてサービスの標準化も進んでいます。あらゆるモノがネットにつながる IoT を活用し、サービスに結び付けていくという
流れが背景にあります。このため、日本工業規格（JIS）も「工業標準化法」から「産業標準化法」に名称を変更するとともに、規格の対象を
工業製品からサービス分野に拡大する改定が進められています。

さらに、ビジネスが多様化し、変革が求められる中、技術の進歩や世の中の発展のスピードが速まることに合わせて、開発に時間がかかって
いた標準化にもスピードが求められるようになってきています。

以上のように、標準化においても多くの変化が押し寄せており、活動の方法にも状況を把握した上での柔軟な対応が求められています。

このような中、標準化活動を有効かつ効率的に進めるためには、個々人の範囲で知識を蓄積して
活用するだけでなく、他者の知識を形式化して活用することが有益です。標準化活動にかかわる
人々の高齢化が進む中、若手の育成のためにもプラクティスを蓄積して広めることが必要です。

そこで、標準化にかかわり始めた人々、これからかかわる人々が参考となる、戦略、実践的手法や
心構えなどを含む標準化活動および標準の利活用にかかわる論文を募集します。
以下にプラクティスの例を挙げますが、これに限定されるものではありません。

・市場獲得、市場拡大に結び付ける標準化戦略
・他標準化機関との連携による規格開発
・複数の技術と関係性を持つシステム規格開発
・味方の増やし方など、自らの提案を規格に組み込む手法
・さまざまな意見の衝突において合意形成を図る手法
・標準を市場に普及させるシナリオ
・サプライチェーンやエコシステムにおける標準の役割

みなさまからの積極的な投稿をお待ちしています。

　　　2018年3月10日印刷　　2018年3月15日発行（毎月1回15日発行）
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〔前付最終〕

「情報処理」「情報処理 特集別刷」
amazonでご購入いただけます !

◀「情報処理」（毎月15 日発行）
各分野のトップレベルの方々が、最新技術を分かりやす
く解説しています。著名人による巻頭コラム、特集、解説、
報告、 連載、 コラムなど。
◆ 価格 1,730 円（税込）（55 巻 5 号より）
　 ※ 55 巻 4 号までは価格 1,728 円（税込）になります。

ご注文は  ⇒ http://www.amazon.co.jp/会誌編集部門 　E-mail: editj@ipsj.or.jp
Tel.(03)3518-8371　Fax.(03)3518-8375

「情報処理」特集別刷 ▶
会誌「情報処理」の特集記事のみを抜き出した別刷（冊
子）です。興味のある分野について手軽に読むこと
ができます。※取扱いは 56 巻 10 号分までになります。

◆ 価格 720 円（税込）

情報処理学会では、会誌「情報処理」「特集別刷」をオンライン通販サイト amazon でも販売しています。ぜひご利用ください。
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FIT2018 第 17 回情報科学技術フォーラム 

選奨論文・一般論文 講演募集予告 
会 期：2018年9月19日（水）～21日（金） 

会 場：福岡工業大学（福岡市東区和白東３−３０−１） 

 

 
 

受付期間(予定)：2018 年 4 月 10 日（火）～6 月 7 日（木） 
 

◆論文ページ数：2～8ページ程度     ◆講 演 時 間：20分 

◆3ページ目以降は追加ページ代（4,000円／ページ）が必要です 

電子情報通信学会 情報・システムソサイエティ（ISS）並びにヒューマンコミュニケーショングループ（HCG）と情報処理学会

（IPSJ）とは、2002年から合同で毎年秋季に、「情報科学技術フォーラム(FIT：Forum on Information Technology)」を開催しており、2018
年9月には第17回目を福岡工業大学で開催します。本フォーラムは、両学会の大会の流れをくむものですが、従来の大会の形式にとらわ

れずに、新しい発表形式を導入し、タイムリーな情報発信、活気ある議論・討論、多彩な企画、他分野研究者との交流、などを実現して

きております。皆様の研究成果発表の場として、標記のとおり論文発表を募集致しますので奮って御応募下さい。 

 

●申込主要日程（予定） 
 

登録申込／投稿受付開始：2018年4月10日（火）	 →	 登録申込締切：2018年6月7日（木）	

最終掲載原稿：2018年6月29日（金）	

※	FIT2017	より、査読付き論文は廃止とし、選奨論文制度を取り入れました。	

※ 登録申込と原稿投稿は上記のFIT2018Webページよりお願い致します。詳細は決定次第 Webページでお知らせ致します。 

●表彰 

FITには、以下の表彰制度がありますので是非ともチャレンジして下さい。	

いずれの賞も、電子情報通信学会又は情報処理学会の会員であることが受賞条件となりますのでこの機会に是非御入会下さい。	

船井ベストペーパー賞	 選奨論文の中から、FIT 学術賞選定委員会で審査の上 3 件選定。賞金は船井情報科学振興財団より 20 万円贈呈。	

FIT 論文賞	 選奨論文の中から、FIT 学術賞選定委員会で審査の上 7 件程度選定。賞金は FIT 運営委員会より 5 万円贈呈。	

FIT ヤングリサーチャー賞	
2018 年 12 月 31 日現在で 33 歳未満の講演者（選奨論文および一般論文）の中から、発表件数の 1.5％を上限として選定。賞金
は FIT 運営委員会より 3 万円贈呈。本賞受賞は本人に対し一回のみ。	

FIT 奨励賞	 一般発表のセッション毎に座長の裁量で優秀な発表を 1 件その場で選定（該当なしもあり）。FIT 終了後に賞状を贈呈。	

●選奨論文（4～8 ページ程度） 
 

研究会取り扱い分野をよく御確認のうえ御自身の論文内容と一致した研究会を、申込者御自身の責任において適切に選択して下さい。 
船井ベストペーパー賞、FIT 論文賞への審査を希望する場合は、Web からの講演申込みの際に必ず論文形式で『選奨論文』を選択して

下さい。但し、賞を前提とした論文形式となりますので、電子情報通信学会又は情報処理学会の会員であることが投稿条件となります。

非会員の方は御入会手続きをお済ませの上御投稿下さい。選奨論文は FIT 初日の選奨セッションに組み込まれ、各セッションにて選奨

委員 2 名による 1 次審査を行います。1 次審査の結果は当日の夕方までに大会会場に掲示されます。2 次審査は FIT 終了後実施され、上

位 3 件が船井ベストペーパー賞、次点 7 件程度が FIT 論文賞の受賞となります。 
※4 ページ以上の投稿が必須ですが、3 ページ目からは追加ページ代（4,000 円／ページ）が発生します。例えば 6 ページ投稿の場合、4

ページ分の追加ページ代が発生しますので、講演参加費のほかに「4,000 円×4＝16,000 円」の追加費用が必要となります。 

●一般論文（2～8 ページ程度） 
 

研究会取り扱い分野をよく御確認のうえ御自身の論文内容と一致した研究会を、申込者御自身の責任において適切に選択して下さい。 
※3 ページ以上の投稿される場合は、3 ページ目からは追加ページ代（4,000 円／ページ）が発生します。例えば 4 ページ投稿の場合、2

ページ分の追加ページ代が発生しますので、講演参加費のほかに「4,000 円×2＝8,000 円」の追加費用が必要となります。 

●論文誌推薦制度 
 

選奨論文の中から船井ベストペーパー賞の審査を通して優秀な論文と判断されたものを、FIT プログラム委員会が電子情報通信学会ま

たは情報処理学会（FIT 講演申込フォームの講演応募分野（研究会）で選択した研究会が属する学会）の論文誌へ推薦します。掲載の

採否は、それぞれの学会の論文誌編集委員会が決定しますので、論文誌への投稿の際には、投稿先論文誌編集委員会の評価基準を満足

しうる、完成度の高い論文に仕上げて頂くことをお薦めします。なお、推薦を辞退することも可能です。 
 

●問合せ先（FIT2018幹事学会） 
 

105-0011 港区芝公園 3-5-8	 機械振興会館内	

電子情報通信学会	大会・研究会部	TEL.〔03〕3433-6691 FAX.〔03〕3433-6659 E-mail:ieicefit@ieice.org	

 

FIT2018 Web ページ http://www.ipsj.or.jp/event/fit/fit2018/ 





※投稿要領：Web サイトをご覧ください→ https://www.ipsj.or.jp/dp/cfp/dp1001s.html　（応募資格は問いません）

※掲 載 号：2019 年 1 月号（Vol.10 No.1）

※特集エディタ：伊藤　智（新エネルギー・産業技術総合開発機構），吉野松樹（日立），細野　繁（日本電気）
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  澤谷由里子（東京工科大学），澤邉知子（日本大学），柴崎辰彦（富士通），新田　清（ヤフー），

  濱崎雅弘（産業技術総合研究所），平井千秋（日立製作所），平林元明（日立製作所），福島俊一（科学技術振興機構），

  藤瀬哲朗（三菱総研），藤原陽子（レノボ・エンタープライズ・ソリューションズ），細野　繁（日本電気），

  茂木　強（科学技術振興機構），アドバイザ：喜連川優（国立情報学研究所・東京大学）

情報処理学会デジタルプラクティス
https://www.ipsj.or.jp/dp/cfp/dp1001s.html

〔投稿締切〕2018 年 5月 7日（月）17：00

特集号論文募集
「情報分野における標準の戦略と実践」

本特集では、情報技術関連の標準化活動、および標準化の利活用にかかわるプラクティスの論文を募集します。

現在、標準化は、大きく 3 つのアプローチによって実施されています。1 つ目は、1 社の製品が市場を独占することで勝ち取られる「デファ
クト標準」です。しかし、近年、技術が複雑化し、複数の技術を組み合わせて実現されるシステムとしての活用が増えてきたことから、「デファ
クト標準」を獲得することは困難になってきています。オープン連携として、複数の企業、技術がつながることで、イノベーションを起こし
ていくことが市場の発展には有効であり、2 つ目のアプローチとして、フォーラムを設置し、コンセンサスにより標準を形成する「フォーラ
ム標準」が増えてきています。3 つ目のアプローチは、国を単位として標準を形成する「デジュール標準」で、従来から取り組まれている重
要な標準化のアプローチであり、それぞれの場で目的に応じた標準化が進められています。

一方で、標準化の世界では、IoT、スマートシティなど、単一の技術領域ではカバーしきれず、複数の技術領域にかかわるシステムの標準化（シ
ステム規格）が増えてきています。関係する技術の標準が複合的に結びついたり、相互の関係性や整合を図る必要が生じたり、規格の開発が
複雑化してきています。また、このようなシステム規格は、複数の標準化団体で関与を持たれることが多く、連携して開発する規格も増えて
います。

もう 1 つの動きとしてサービスの標準化も進んでいます。あらゆるモノがネットにつながる IoT を活用し、サービスに結び付けていくという
流れが背景にあります。このため、日本工業規格（JIS）も「工業標準化法」から「産業標準化法」に名称を変更するとともに、規格の対象を
工業製品からサービス分野に拡大する改定が進められています。

さらに、ビジネスが多様化し、変革が求められる中、技術の進歩や世の中の発展のスピードが速まることに合わせて、開発に時間がかかって
いた標準化にもスピードが求められるようになってきています。

以上のように、標準化においても多くの変化が押し寄せており、活動の方法にも状況を把握した上での柔軟な対応が求められています。

このような中、標準化活動を有効かつ効率的に進めるためには、個々人の範囲で知識を蓄積して
活用するだけでなく、他者の知識を形式化して活用することが有益です。標準化活動にかかわる
人々の高齢化が進む中、若手の育成のためにもプラクティスを蓄積して広めることが必要です。

そこで、標準化にかかわり始めた人々、これからかかわる人々が参考となる、戦略、実践的手法や
心構えなどを含む標準化活動および標準の利活用にかかわる論文を募集します。
以下にプラクティスの例を挙げますが、これに限定されるものではありません。

・市場獲得、市場拡大に結び付ける標準化戦略
・他標準化機関との連携による規格開発
・複数の技術と関係性を持つシステム規格開発
・味方の増やし方など、自らの提案を規格に組み込む手法
・さまざまな意見の衝突において合意形成を図る手法
・標準を市場に普及させるシナリオ
・サプライチェーンやエコシステムにおける標準の役割

みなさまからの積極的な投稿をお待ちしています。
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